
NIPT 無侵襲的出生前遺伝学的検査

当院にて新型出生前診断（NIPT）を受けられる。

新型出生前診断（NIPT）は「non-invasive prenatal genetic test（無侵襲的出生前遺伝
学的検査）」と呼ばれる検査で、お母さんの血液中にある赤ちゃん由来のDNAを調べる検
査です。確定検査ではありませんので、結果が陽性又は判定保留の場合、結果を確定させ
るために追加で羊水検査を行います。

検査でわかること
ダウン症候群（21トリソミー）、エドワーズ症候群（18トリソミー）、パトウ症候群（13
トリソミー）などの染色体異常が無いかを調べることができます。

検査前にカウンセリング

NIPT検査を受ける前に、夫婦（もしくは本人とパートナー）で、検査前カウンセリングを
受ける必要があります。

検査時期
妊娠１０週から１４週での検査をお勧めいたします。

費用
カウンセリング料 １回 5000円(+税)

NIPT検査料 95000円(+税)

羊水検査料(NIPT陽性の場合）20000円(+税)
（羊水検査料は通常約15万円です。当院NIPTを受けた方限定約 2万円です。）

予約方法
大川産婦人科病院・末広本院外来受付 or 電話：097-536-351 診療時間内にお電話いただき

「NIPTカウンセリングの予約」とお伝えください。

他院に通院中の方も当院でNIPT検査を受けることが可能です。その際は、分娩予定日が記
載された紹介状を作成してもらい受診してください。紹介状がない場合、検査前に状態確
認のため胎児エコーを行うことがあります。その場合は別途診察料（約3千円）が必要と
なります。

その他・注意事項

NIPT検査は、金曜または土曜に行います。
検査当日でのお支払いが必要です。お支払いは現金のみとなっております。
検査結果説明は、通常検査2週間後となります。

当院は出生前検査認証制度等運営委員会の認証施設 (連携施設.基幹施設は大分大学医学部附属病院)です。
当院には日本産科婦人科遺伝診療学会（周産期）認定をもつ産婦人科専門医（指導医）が３名在籍して
おります。



生まれて来る赤ちゃん 100 人中に 3 ～ 5 人ほ
どは先天的な疾患をもって生まれてきます。
この中で染色体が原因の疾患は約 25％で、

NIPT の検査対象である 3 つの染色体疾患は、
さらにその約 70％です。

●妊婦さんの年齢が上昇すると、トリソミーをも
つ赤ちゃんの出生頻度が高くなることが知られて
います。
●それ以外の染色体疾患では、その影響は明らか
ではありません。

●多くの人の染色体は 46 本で、常染色体（1 ～ 22 
番染色体）のペアと、性別によって異なる染色体
（X・Y 染色体）のペアからなっています。
●染色体には多くの遺伝子（ヒトの体や働きの設
計図）が詰まっています。
●染色体に数や形の変化が起こると、成長や発達
に影響を与えたり、生まれつきの病気や体つきの
特徴をもつことがあります。
●「トリソミー」とは本来 2 本（ペア）である染
色体が、3 本ある状態で、例えば 21 トリソミーと
は、21 番染色体が 3 本ある状態のことです。「ト
リ」とは３をあらわします

染色体とは

新生児の先天的な疾患

母体年齢とトリソミー児の出生頻度の関係

染色体（46,XY)

検査対象となる疾患の特徴

大川産婦人科病院・末広本院

大分県大分市末広町2-4-16
097-536-3511

NIPTの判定

●「判定保留」（0.3 ～ 0.4％）
● NIPT「陽性」とは、3 つのトリソミーのうちい
ずれかの可能性が高いという結果です。
陽性又は判定保留の場合、相談より追加羊水検査を
行います。
●NIPT「陰性」とは、3 つのトリソミーでない確率
はいずれも 99.9％以上ですが、100％ではありませ
ん。
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